
定速度は F り 69.9km/h，上り 69.6 km/h と なる。

2 平均速度 列車の平均の速さをしづ 。 すなわちある駅間

の距雌をその 1M]の巡転時|首lで測ったものである。

3 進入速度 列車が停車場;に進入するときの速さ を し 、 う。

転鰍総(てんてっき)の制限速度，ìID.梨受J交などのため途9'の速

さより低いのがサìID.である。

4 通過速度 列車がある箇所を通泌するときの速さ をし、う。

5 計画速度 実際の運転速度に対し辺市長計凶上の述皮をい

う。 一般には主ll~ほ線図を画くことにより力学的に求めている。

6 経済速度 燃料消波量 ・ 電力盆・車両の使用効率などな

考慮したJ場合に最も経済となるような列車の巡転速度をし 、 う。

7 均衡速度(バラ ンシン グ・スピ ー ド ba lancing speed) 

iliiJ 7J J!ïの引 1民力と列車抵抗とがひとしくな ったときの速度をい

う。この場合加速力はゼロとなるから ， 速度は七りもせず F り

もせず等速度主1l ;1去をつづける。 つりあい速度とも称されている。

8 臨界速度 (ク リティ力ル・スピード cr itica l speed) 蒸

気繊1列車の有効引張力 と巡転速度との関係は， 1M力 JII引!lM力の

項に示した図ーl のように低迷皮においては!ノリ γ ダ引張ブJ ま

たは粘着力に，ある速度以上においてはポイラ引磁力に制限さ

れる。この場合シリンダ与 I~長力または粘活力をも っ て巡転しう

る最高速度を臨界速度と称している。すなわち向図において γ

リ γ 〆引強力または図示粘着力とポイラ引娘力との交点に おけ

る速度ーが臨界速度である。臨界速度は機関車形式 ・ 燃焼率 ・使

用炭.fÆなどによって異なるが 15-35km/h である。

9 ブレーキ初速度 ブレーキを使用し始めるときの速度を

いう。

10 ブレーキ減速度 プレーキの作用によ って列車の述伝速

度が低下するときの!時間的割合をいう 。 km/h/sec をも って表

わすのが普通である。プレ ーキ減速度はプレ ー キ管i威l五五i . プ

レーキ初速度・車両の極類 ・ プレーキ率 ・ 線路状態などによ っ

て異なるが， 電車の場合 2.0-3.5 km/h/sec ， 旅客列車のi場合1.5

-2.5 km/h/sec，貨物列車の場合 0.5-1.0 k m/h/ sec である。

ー」動力車引張力。(酋谷桜)

う んでんつ うこくけん 運転通告券 (英) opera tion not.ice 

card 駅長から列車の車掌と後↑剣士とに運転上のl1í: l})lm:~買を通

知する場合にJ'!']c、る券片である。

運転上の通告事項は，万一Ilfl き誤まりをした り忘れる と 重大

な結果を招く恐れがあるので，正確をj胡するため， っきーの事柄

を駅長から車掌または後関士に通告するときは ， この述転通告

様式

巡 転 通 告 券

年 月 日

第 車掌
列車際関土 量生 発行者 駅長

極 日IJ 通 告 婆 旨

閉そ く 方式変更
閉そく区間

層個目。、 !日1
駅

式』塩 11'
法

運転線路 駅間 線jlli伝に変吏変 ll! 駅

進入線路変更 l';( 線 に変吏

駅通過信号燦不良
信号峨不良 ト一一一一一

駅 間第
訳 号閉そ く信号俄不良

代用手信号 駅 信号|畿代用手伝号!ll示

う んてんとり

券企{直川することに してい る。

l 閉そ く 方式または閉そく l正 問を変交するとき。

2 列耶の五li~k;1時刻jな変交するとき。

3 空転5 1(けんいん)徒数を臨時に変更するとき。

4 列Jli を五lf伝させる線路を変更するとき。

5 3' ljJliを進入させる線路の変更を予告するとき。

6 列ïl iを臨H寺に徐行させる旨をニ予告するとき。

7 信号 館員の不良を予告するとき。

8 j日号 機の説示を停止して，代川手{パ号による旨を予告す

るとき。

9 V.是 3詰巡転 ・ 吹雪述伝を行うときまたはこれを解除すると

き。

10 その他と くに辺製と認める事項を予告するとき。(三和述

忠)

うんでんてつづき 運転手続 列車の巡a阪を計図するときは，

まず主lf転l時刻 ・ 巡似l孟 [111 . 迎松月日~~~を決定し，これにもとづ

いて巡伝線路の指定 ・ (í;' IIIl渇における発着総 ・ ml勾作業プ) . 角li

給制限 ・ その他列車足li伝上必裂なI1E買を指定する。これらの迎

転上必裂な列1lil仮扱ブJを巡転手続と称している。

定例の事項については列平取扱方としてつどのような事項が

t肯定され，列車巡;1足時刻表に付記されている。

1 列車帯号

2 列車の発着線

3 必裂ある湯合は巡転線路

4 布fiÐ1J機関111の使用方

5 J!JJ 日 を限 り五li転または巡転を休止する列車の指定

6 閉塞(へいそく)区間併合の l丘間および列車

7 併結五ll'l伝の列車および区間

8 }VI1の解給制限

9 ìill結111数制限

10 その他列車取彼方について指示しなければならな ~ ， ~j(~固

また臨時列車巡転等の場合に他の列車に泌総があれば， その

臨時列車の取扱)jだけでなく ， W響ある列llïの定例の取扱方を

変更する事項をも指示しなければならなし‘。この湯合はおおむ

ね一時的なものなので，所管鉄道管理局の局報で指示されるの

が通例である。{内田宮彦)

う んてんとうけい 運転統計 各極列車 ・ 車両の巡転成絞 ・

使用成総 ・ 乗務員仕業成績ならびに運転事故統計等，およそ巡

転系統に属する業務統計を総称する場合と ， jlli転キロならびに

石炭 ・ 電力 ・ 流動燃料 ・ 油 11旨等の消沈成縦を主11良とする，いわ

ゆる狭義の運転成献に関する諸統計を指す場合とがある。狭義

の主E転統計は後関士巡転報告 ・ 気動車運転士巡転報告・電車運

転キロ日報等を基礎資料と して，日々調査集計して業務運営の

資とされ利用度も多岐にわたるが，運転キロは人 ・ トンキロと

ともに鉄道事業における仕事盆を代表するものとして，また石

炭・電力 ・ 流動燃料等の消政成絞は，鉄道事業用物件'Ø.中の大

宗をなす，いわゆる動力践の消長を示す消費統計として重視さ

れる。(一条幸夫)

うんでんとりあっかいこころえ 運転取扱心得 国鉄の運

転取扱の蕊準は巡輸省令 日 本国有鉄道運転規則をも っ て定めら

れているが，この規則は，原則的に取扱基準が規定されている

ものであって，現場従事負の実際の取扱については，解釈 ・ 判

断を容易にするために具体的に明示する必要がある。また取扱

の細部にわたり指示を要するものもあるので， 国鉄では総裁迷

として主II愉省令に規定されている事項を含めて， べつに従事負

の列車または車両の巡転取彼方を規定じたものが巡転取扱心得
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